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お
か
げ
さ
ま
で

５０
周
年

西
春
日
井
農
業
協
同
組
合
は 

こ
れ
か
ら
も
組
合
員
・
地
域
の
皆
さ
ま
と
と
も
に

未
来
に
向
か
っ
て
歩
ん
で
ま
い
り
ま
す

　

西
春
日
井
農
業
協
同
組
合
は
、

昭
和
50
年
３
月
末
に
旧
西
春
日
井

郡
︵
西
枇
杷
島
町
・
新
川
町
・
清

洲
町
・
春
日
村
・
西
春
町
・
師
勝
町
・

豊
山
町
青
山
地
区
︶
の
７
農
協
が

合
併
し
、
発
足
し
ま
し
た
。

　

地
域
農
業
を
け
ん
引
す
る
総
合

農
協
と
し
て
、
組
合
員
を
は
じ
め

地
域
の
皆
さ
ま
に
支
え
ら
れ
、
お

か
げ
さ
ま
を
も
ち
ま
し
て
、
今
年

３
月
で
設
立
50
周
年
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
50 

年
の
歩
み

を
振
り
返
り
ま
す
。

設
立
50

周
年
を
迎
え
て

代
表
理
事
組
合
長

丸
山
　
武
司

　
西
春
日
井
農
業
協
同
組
合
は
、昭
和
50

年
３
月
、

当
時
西
春
日
井
郡
内
７
農
協
の
合
併
に
よ
り
誕
生

し
、
お
か
げ
さ
ま
で
50

周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
ひ
と
え
に
組
合
員
を
は
じ
め
地
域
の
皆

さ
ま
、
関
係
機
関
各
位
の
格
別
の
ご
協
力
と
ご
支

援
、
ま
た
現
在
の
西
春
日
井
農
業
協
同
組
合
を
築

き
上
げ
た
関
係
者
各
位
の
ご
尽
力
の
賜
物
と
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
は
、
第
８
次
中
期
計
画
が
新
た
に

ス
タ
ー
ト
す
る
年
で
も
あ
り
ま
す
。
当
組
合
が
掲

げ
る
「
基
本
を
大
切
に 

さ
ら
な
る
信
頼
を 

追
及

し
て
ま
い
り
ま
す
」
の
経
営
理
念
の
も
と
、
役
職

員
が
一
丸
と
な
っ
て
組
合
員
の
皆
さ
ま
と
と
も
に

組
合
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
設
立
50

周
年
を
迎
え
た
記
念
の
年
と
し
て
、
今

年
度
は
各
事
業
に
お
い
て
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
・
実
施
い
た
し
ま
す
。
具
体
的
な
内
容
に
つ
き

ま
し
て
は
、
広
報
誌
等
に
て
随
時
ご
案
内
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
不
安
定
な
社
会
情
勢
の
な
か
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

資
材
価
格
の
高
騰
な
ど
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
西
春
日
井
農
業
協
同
組
合
は
、
今
後
と
も
組
合

員
や
地
域
の
皆
さ
ま
の
営
農
と
く
ら
し
を
守
り
、

信
頼
に
応
え
、
地
域
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な

い
存
在
で
あ
り
続
け
る
こ
と
を
目
指
し
、
健
全
で

堅
実
な
組
合
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
50
年

51
年

52
年

53
年

55
年

56
年

57
年

58
年

59
年

60
年

61
年

62
年

63
年

平
成
２
年

４
年

５
年

７
年

８
年

９
年

10
年

12
年

13
年

14
年

17
年

19
年

22
年

23
年

24
年

25
年

３
月　

西
春
日
井
農
業
協
同
組
合
設
立
登
記
、
同
時
に
合
併
７
農
協

　
　
　

解
散
登
記

４
月　

西
春
日
井
農
業
協
同
組
合
発
足
、
組
合
長
に
大
口
政
義
氏
就
任　

①

６
月　

農
協
だ
よ
り
﹁
せ
い
し
ゅ
ん
﹂
創
刊

６
月　

第
３
給
油
所
新
築
オ
ー
プ
ン

７
月　

信
用
事
業
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
に
全
面
移
行

２
月　

西
春
支
店
新
築
オ
ー
プ
ン

４
月　

営
農
育
苗
セ
ン
タ
ー
竣
工

４
月　

西
春
日
井
園
芸
推
進
協
議
会
設
立

12
月　

第
１
回
農
協
ま
つ
り
・
農
産
物
品
評
会
開
催　

②

９
月　

若
宮
支
店
新
築
オ
ー
プ
ン

６
月　

九
之
坪
支
店
新
築
オ
ー
プ
ン

１
月　

年
金
友
の
会
発
足

３
月　

大
型
野
菜
予
冷
施
設
竣
工

10
月　

営
農
購
買
事
業
電
算
化
シ
ス
テ
ム
に
全
面
移
行

９
月　

全
国
農
協
貯
金
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
参
加

10
月　

阿
原
支
店
新
築
オ
ー
プ
ン

11
月　

信
用
事
業
貯
金
残
高
５
０
０
億
円
に
到
達

９
月　

カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
竣
工

１
月　

旅
行
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

９
月　

営
農
・
生
活
セ
ン
タ
ー
竣
工

５
月　

組
合
長
に
井
上
一
郎
氏
就
任

７
月　

﹁
愛
し
て
ま
す
か 

緑
の
め
ぐ
み
﹂
ス
ロ
ー
ガ
ン
提
唱

11
月　

第
２
給
油
所
全
面
改
築
オ
ー
プ
ン

12
月　

青
山
支
店
新
築
オ
ー
プ
ン　

③

４
月　

全
国
の
農
協
一
斉
に
﹁
Ｊ
Ａ
﹂
と
愛
称
制
定

３
月　

本
店
新
築
オ
ー
プ
ン

７
月　

料
理
教
室
新
築
オ
ー
プ
ン

３
月　

清
洲
支
店
新
築
オ
ー
プ
ン　

④

８
月　

キ
ャ
ピ
タ
ル
部
会
︵
賃
貸
事
業
者
組
織
︶
設
立

５
月　

代
表
理
事
組
合
長
に
岩
越
長
一
氏
就
任

11
月　

農
協
法
施
行
50
周
年
記
念
式
典

12
月　

経
済
集
中
店
舗
︵
グ
リ
ー
ン
西
春
日
井
︶
オ
ー
プ
ン

９
月　

師
勝
支
店
新
築
オ
ー
プ
ン

９
月　

東
海
豪
雨
に
よ
り
管
内
で
甚
大
な
被
害

10
月　

信
用
事
業
貯
金
残
高
１
０
０
０
億
円
に
到
達

11
月　

春
日
支
店
新
築
オ
ー
プ
ン

３
月　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

６
月　

共
済
事
業
長
期
共
済
保
有
高
３
５
０
０
億
円
に
到
達

６
月　

代
表
理
事
組
合
長
に
山
田
芳
和
氏
就
任

10
月　

新
川
支
店
新
築
オ
ー
プ
ン

11
月　

鹿
田
支
店
新
築
オ
ー
プ
ン
︵
若
宮
・
坂
巻
支
店
統
合
︶　

⑤

10
月　

西
枇
杷
島
支
店
新
築
オ
ー
プ
ン

６
月　

代
表
理
事
組
合
長
に
石
田
和
良
氏
就
任

12
月　

信
用
事
業
貯
金
残
高
１
５
０
０
億
円
に
到
達

９
月　

第
１
給
油
所
︵
セ
ル
フ
化
︶
竣
工

２
月　

株
式
会
社
Ｊ
Ａ
西
春
日
井
エ
ナ
ジ
ー
設
立

▲鹿田支店新築オープン　⑤ ▲清洲支店新築オープン　④ ▲青山支店新築工事　③ ▲第１回農産物品評会　② ▲西春日井農業協同組合発足　①
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みのりん通信
　
営
農
部
は
３
月
１
日
、
清
須
市
の
あ
い
ち
朝
日

遺
跡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
、

地
元
野
菜
の
出
張
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

　
施
設
入
口
横
に
設
置
し
た
特
設
ブ
ー
ス
で
は
、

地
域
特
産
の
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
を
は
じ
め
、
ア
グ
リ

マ
ル
シ
ェ
は
る
ひ
に
出
荷
さ
れ
た
旬
の
野
菜
や
か

ん
き
つ
類
、
加
工
品
な
ど
を
並
べ
て
販
売
し
ま
し
た
。

　
職
員
の
「
地
元
の
新
鮮
な
野
菜
は
い
か
が
で
す

か
」
の
呼
び
声
に
気
づ
い
た
来
場
者
が
足
を
止
め
、

気
に
入
っ
た
野
菜
を
購
入
し
て
い
ま
し
た
。

産直野菜を出張販売

地域イベントで地産地消ＰＲ

　
西
枇
杷
島
支
店
は
２
月
18

日
、
当
該
地
区
年
金

友
の
会
の
会
員
を
対
象
と
し
た
Ｊ
Ａ
ス
マ
ホ
教
室

を
開
き
、
２
回
の
講
義
に
の
べ
10

人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
教
室
で
は
、
ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
の
ス
タ
ッ
フ
が

講
師
を
務
め
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
説

明
。
参
加
者
は
、Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
や
Ｉ
Ｄ
検
索
に
よ
る

友
達
の
追
加
、
ス
タ
ン
プ
や
写
真
の
送
り
方
に
つ

い
て
自
身
の
ス
マ
ホ
を
操
作
し
な
が
ら
学
び
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
ス
タ
ン
プ
が
送
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
う
れ
し
い
」
「
Ｊ
Ａ
だ
と
気
楽
に
参

加
で
き
る
。
丁
寧
に
教
え
て
も
ら
え
て
よ
か
っ
た
」

な
ど
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

ＪＡスマホ教室

▲ＬＩＮＥの機能を学ぶ参加者

平
成
26
年

27
年

28
年

29
年

30
年

31
年

令
和
元
年

２
年

４
年

５
年

６
年

６
月　

代
表
理
事
組
合
長
に
後
藤
眞
次
氏
就
任

３
月　

西
春
日
井
農
業
協
同
組
合
合
併
40
周
年
記
念
式
典　

⑥

３
月　

第
３
給
油
所
閉
店

４
月　

清
須
市
と
包
括
連
携
協
定
締
結

７
月　

西
春
支
店
新
築
オ
ー
プ
ン　

⑦

３
月　

Ｊ
Ａ
西
春
日
井
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

４
月　

Ｊ
Ａ
西
春
日
井
ア
グ
リ
ス
ク
ー
ル
開
講　

⑧

３
月　

旅
行
事
業
廃
止

３
月　

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
開
設

７
月　

Ｊ
Ａ
西
春
日
井
産
直
部
会
発
足

８
月　

Ｊ
Ａ
西
春
日
井
公
式
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
誕
生

11
月　

信
用
事
業
貯
金
残
高
２
０
０
０
億
円
に
到
達　
　

12
月　

産
直
施
設
﹁
ア
グ
リ
マ
ル
シ
ェ
は
る
ひ
﹂
オ
ー
プ
ン　

⑨

２
〜

11
月　

第
１
２
７
回
愛
知
県
農
業
祭
献
穀
事
業　

⑩

４
月　

金
融
店
舗
窓
口
営
業
時
間
を
午
後
３
時
ま
で
に
変
更

４
月　

購
買
課
を
グ
リ
ー
ン
西
春
日
井
北
側
事
務
所
に
移
転

４
月　

信
用
部
及
び
共
済
部
を
金
融
部
に
統
合

11
月　

金
融
店
舗
に
お
け
る
購
買
品
の
取
扱
廃
止

３
月　

店
舗
再
編
計
画
に
基
づ
く
業
務
集
約

５
月　

九
之
坪
支
店
廃
止
、
本
店
営
業
店
へ
業
務
移
管

５
月　

九
之
坪
支
店
跡
地
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
本
店
九
之
坪
店
開
設　

⑪

１
月　

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
開
設

４
月　

開
発
相
談
部
を
営
農
部
に
統
合

６
月　

代
表
理
事
組
合
長
に
丸
山
武
司
氏
就
任

５
月　

信
用
事
業
に
お
い
て
営
業
店
シ
ス
テ
ム
導
入

▲ATM本店九之坪店開設　⑪

▲アグリスクール開講　⑧

▲第127回愛知県農業祭献穀事業　⑩ ▲アグリマルシェはるひオープン　⑨

▲西春支店新築オープン　⑦ ▲合併40周年記念式典　⑥

　
Ｊ
Ａ
西
春
日
井
は
２
月
27

日
、
社
会
福
祉
事
業

に
深
い
理
解
を
示
し
事
業
振
興
に
寄
与
し
た
と
し

て
、
北
名
古
屋
市
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

　
今
回
の
表
彰
は
、
当
Ｊ
Ａ
が
地
域
貢
献
活
動
の

一
環
と
し
て
同
会
を
通
じ
実
施
し
た
、
市
内
子
ど

も
食
堂
へ
の
県
産
米
寄
付
の
取
組
に
対
し
て
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。

　
北
名
古
屋
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
も
え
の
丘
で

行
わ
れ
た
表
彰
式
で
は
、
竹
谷
久
美
子
会
長
か
ら

感
謝
の
言
葉
と
と
も
に
丸
山
組
合
長
に
表
彰
状
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

地域貢献活動に

北名古屋市社会福祉協議会から表彰

▲表彰式に出席した丸山組合長と竹谷会長㊨

　
金
融
部
は
２
月
17

日
、
特
殊
詐
欺
被
害
未
然
防

止
に
向
け
た
防
犯
訓
練
を
清
洲
支
店
で
行
い
ま
し

た
。

　
訓
練
は
、
Ｊ
Ａ
管
内
を
直
轄
す
る
西
枇
杷
島
警
察

署
の
協
力
に
よ
り
「
還
付
金
詐
欺
」
と
「
振
り
込

め
詐
欺
」
の
事
例
を
基
に
実
施
。
清
洲
支
店
の
職

員
が
被
害
の
疑
わ
れ
る
来
店
客
（
警
察
官
）
へ
の

対
応
に
の
ぞ
み
、
そ
の
様
子
を
各
支
店
職
員
が
見

学
し
ま
し
た
。

　
訓
練
に
同
席
し
た
生
活
安
全
課
の
岩
井
純
徳
警

部
補
は
「
相
手
の
様
子
に
違
和
感
を
持
っ
た
時
は
、

複
数
人
で
対
応
を
。
金
融
機
関
は
特
殊
詐
欺
被
害

防
止
の
最
後
の
砦
、
警
察
へ
の
全
件
通
報
に
協
力

を
お
願
い
し
た
い
」
と
講
評
し
、
参
加
し
た
職
員

は
気
を
引
き
締
め
て
い
ま
し
た
。

特殊詐欺被害を未然に防止

警察連携で防犯訓練

▲振り込め詐欺の事例に対応する職員 ▲出張販売の様子

NEWS & TOPICS みのりん通信

特集
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はち
（４歳　♂）

�出荷する農産物　

ハクサイ、ネギ、サトイモ、シュンギク、ウメ　など
�出荷先　アグリマルシェはるひ
�就農のきっかけ

両親の高齢化に伴って農業を手伝い始めました。ＪＡの産直
部会員からアグリマルシェはるひを紹介してもらい、生産者と
して本格的に就農しました。

�農業歴　出荷を始めて３年ほどです。
�これまでの農業を振り返って

周囲の人に栽培方法など教えてもらいながら野菜作りに取り
組んできました。とてもありがたいと思っています。

�農業への活力源

晴耕雨読。書道・カラオケ共に勤しんでいます。
�農業で大切にしていること

農産物を安心して食べてもらえるよう、減農薬を心がけてい
ます。

�読者へメッセージ

傘寿を迎え日々の元気に感謝。健康維持にも一役買ってくれ
ている農業を、これからもできる限り頑張って続けていきたい
です。

ウチの人気者　！

青山支店管内

飼い主：河村　ただしさん

ウチの人気者　！

　飼いはじめたきっかけ

　―　可愛さに一目惚れ	
　性格

　―　ちょっぴり人見知り（ワンちゃんに対しても）
　特技

　―　「タッチ」と言って合図すると、お座り
しながら手に両前足を合わせてくれます

　好きな食べ物

　―　ブロッコリー、サツマイモ

　チャームポイント

　―　眉毛
　可愛いところ

　―　「遊ぼうよ〜」とねだるときの表情
　飼い主さんからひと言

　―　仕事で疲れて帰ってきても、
「おかえりなさい」があるから頑張れるよ❣

　　　ありがとう�

西枇杷島支店管内

櫻井　洋子さんのお孫さん
　　　　　　　よう　こ

農をつなぐ
ー管内の生産者の皆さんー

生産者さんにインタビュー！

Vol. 306

本店営業店管
内

栗木美恵子さん

ハーバリウムの
世界が大好きです！　　　　　　　　み

　え　こ

　
今
回
は
、
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
に

魅
入
ら
れ
て
活
動
の
場
を
広
げ

る
栗
木
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

　
栗
木
さ
ん
と
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム

の
出
会
い
は
５
年
前
。
友
人
の

誘
い
が
き
っ
か
け
で
教
室
に
通

い
は
じ
め
、
次
第
に
作
品
作
り

の
楽
し
さ
と
奥
深
さ
に
は
ま
っ

て
い
き
ま
し
た
。

　
栗
木
さ
ん
は
、
そ
の
時
の
気

分
に
合
わ
せ
て
素
材
を
選
び
、

自
由
な
発
想
で
ガ
ラ
ス
瓶
に
収

め
て
作
り
上
げ
る
過
程
が
大
好

き
で
、
年
齢
を
問
わ
ず
楽
し
め

る
と
こ
ろ
も
魅
力
に
感
じ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
９
月
に
は
北
名

古
屋
市
生
涯
学
習
講
座
に
講
師

登
録
し
、
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
講
座

を
開
講
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
イ
ン

テ
リ
ア
用
に
作
品
を
作
る
生
徒

さ
ん
が
「
○
○
さ
ん
に
あ
げ
る

の
」
と
言
っ
て
見
せ
る
笑
顔
か

ら
は
、
や
さ
し
い
気
持
ち
が
伝

わ
り
う
れ
し
く
な
る
そ
う
で
す
。

　
栗
木
さ
ん
は
「
講
師
活
動
は

は
じ
め
た
ば
か
り
。
作
品
を
見

た
人
に
『
わ
ぁ
、
素
敵
！
』
と

言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
講
座

を
通
じ
て
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
の
魅

力
を
広
め
て
い
き
た
い
で
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

＊
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム…

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ

ワ
ー
や
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
を
ガ
ラ
ス
瓶

な
ど
の
容
器
に
入
れ
、
保
存
用
の
専
用
オ

イ
ル
に
浸
し
た
植
物
標
本

パピヨンとトイプードルのMIX

櫻井　姫奈さん　１１歳
★好きな食べ物：フルーツ全部
　　　　　　　　　�
��
★熱中していること：恋バナ

櫻井　子日向ちゃん　３歳
★好きな食べ物：うどん
★お気に入り　：アンパンマン
★好きな遊び　：プリキュアごっこ

こ　ひ　な

ひめ　な

これからも姉妹仲良く成長してね�

ーご家族からのメッセージー

ボール遊
び

大好き！

堀尾　勝幸さん
　　　　　　かつゆき （清須市）

ＪＡ西春日井産直部会員
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オ
ク
ラ
の
栽
培
管
理

尾
張
農
林
水
産
事
務
所

農
業
改
良
普
及
課

技
師
　
大
原
　
淳
平

　
オ
ク
ラ
は
、
ネ
バ
ネ
バ
し
た
食
感
が
特
徴
の
夏
野
菜

で
、
タ
ン
パ
ク
質
、
ビ
タ
ミ
ン
類
、
カ
リ
ウ
ム
、
カ
ル

シ
ウ
ム
、
食
物
繊
維
等
を
多
く
含
み
、
栄
養
価
の
高
い

野
菜
で
す
。
ま
た
、
ネ
バ
ネ
バ
の
も
と
で
あ
る
ペ
ク
チ

ン
は
腸
内
環
境
を
整
え
、
つ
る
ん
と
し
た
口
当
た
り
が

食
欲
増
進
を
助
け
て
く
れ
ま
す
。

　
夏
バ
テ
予
防
に
栽
培
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

■
ほ
場
の
準
備

　
オ
ク
ラ
は
多
湿
を
嫌
う
作
物
の
た
め
、
排
水
の
良
い

場
所
を
選
び
ま
す
。
土
壌
pH
は
6.0
〜
6.5
が
適
し
て
お
り
、

播
種
の
１
ヶ
月
前
ま
で
に
、
10
㎡
当
た
り
完
熟
堆
肥
20

㎏
、
ヨ
ウ
リ
ン
400
ｇ
、
苦
土
石
灰
を
1
㎏
施
し
ま
す
。

　
播
種
２
週
間
前
に
元
肥
と
し
て
10
㎡
当
た
り
窒
素
成

分
100
ｇ
程
度
施
用
し
、
通
路
幅
80
〜
100
㎝
、
ベ
ッ
ト
幅
70
㎝
、

高
さ
15
㎝
程
度
の
畝
を
作
り
ま
す
。
オ
ク
ラ
は
吸
肥
力
が

強
い
の
で
、
緩
効
性
肥
料
を
中
心
と
し
、
追
肥
で
樹
勢

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
。
元
肥
の
過
剰
投
入
は
、

強
樹
勢
と
な
り
、
い
ぼ
果
や
曲
が
り
果
の
発
生
が
多
く

な
り
ま
す
。

　
雑
草
の
抑
制
と
地
温
の
確
保
の
た
め
、
黒
マ
ル
チ
を

張
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

■
播
種

　
株
間
24
㎝
間
隔
で
、
条
間
45
㎝
の
２
条
千
鳥
植
え
に
な

る
よ
う
に
し
て
、
１
カ
所
３
〜
４
粒
播
き
、
軽
く
覆
土
・

鎮
圧
し
ま
す
。
オ
ク
ラ
種
子
の
表
面
は
、
固
く
吸
水
性

が
悪
い
た
め
、
水
か
ぬ
る
ま
湯
に
一
晩
漬
け
た
方
が
発

芽
は
良
い
で
す
が
、
土
壌
水
分
が
十
分
以
上
に
あ
る
状

態
の
時
は
、
漬
け
ず
に
播
き
ま
す
。
10
㎡
当
た
り
の
必

要
種
子
量
は
30
〜
40
㎖
程
度
で
す
。

■
間
引
き

　
本
葉
３
枚
頃
に
、
形
の
良
く
な
い
も
の
、
生
育
が
遅

れ
て
い
る
も
の
を
株
元
か
ら
切
り
離
し
、
１
穴
２
〜
３

本
程
度
に
間
引
き
し
ま
す
。

■
追
肥

　
第
１
果
の
着
果
確
認
後
に
１
回
目
の
追
肥
を
行
い
ま

す
。
施
肥
量
は
窒
素
成
分
で
10
㎡
当
た
り
20
〜
30
ｇ
と
し
、

２
回
目
以
降
は
草
勢
の
状
態
を
見
な
が
ら
、
少
量
で
回

数
を
調
整
し
ま
す
。
追
肥
は
畝
の
肩
部
分
に
施
用
し
ま

す
。

■
摘
葉

　
摘
葉
は
樹
勢
の
調
節
と
病
害
虫
発
生
の
予
防
効
果
を

高
め
る
と
と
も
に
、
収
穫
し
や
す
く
す
る
た
め
に
行
い

ま
す
。
７
月
以
降
収
穫
す
る
場
合
は
、
収
穫
す
る
節
位

か
ら
下
に
２
葉
残
し
て
摘
葉
し
ま
す
。
樹
勢
が
強
い
と

き
は
、
収
穫
部
位
の
葉
の
み
を
残
し
、
そ
の
下
の
葉
を

全
て
摘
葉
し
ま
す
。
樹
勢
に
よ
る
摘
葉
管
理
例
は
左
図

の
と
お
り
で
す
。

■
収
穫

　
獲
り
遅
れ
る
と
果
実
が
大
き
く
な
り
す
ぎ
て
し
ま
い
、

筋
が
多
く
、
硬
く
な
っ
て
品
質
が
低
下
し
ま
す
。
果
実

の
肥
大
は
高
温
期
に
な
る
と
早
い
の
で
獲
り
遅
れ
が
な

い
よ
う
適
期
収
穫
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
病
害
虫
防
除

　
害
虫
は
ア
ブ
ラ
ム
シ
や
カ
メ
ム
シ
、
チ
ョ
ウ
目
、
病

気
だ
と
立
枯
病
や
灰
色
か
び
病
、
う
ど
ん
こ
病
が
発
生

し
ま
す
。
特
に
幼
苗
期
に
多
湿
だ
と
立
枯
病
が
発
生
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
排
水
対
策
を
徹
底
す
る
と
と
も
に

摘
葉
す
る
な
ど
耕
種
的
防
除
を
基
本
に
病
害
虫
を
発
生

さ
せ
な
い
栽
培
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
必
要
に

応
じ
て
農
薬
散
布
を
行
い
ま
す
。

　営農部は２月１5日、令和6年度アグリスクールの最終講義を西春支店で行い、出席した第８期生12人は、

野菜のタネや栽培計画について学びました。

　講義に続いて行われた閉講式では、丸山組合長がスクール生ひとり一人に修了証書を手渡しました。

　丸山組合長は、「研修で得た農業の知識と経験を生かし、農業の担い手として農業技術を伝承してくだ

さい。良いものができたらぜひ産直施設に出荷をお願いします」と話し、今後の活躍に期待を寄せました。

　営農部は２月１5日、令和6年度アグリスクールの最終講義を西春支店で行い、出席した第８期生12人は、

野菜のタネや栽培計画について学びました。

　講義に続いて行われた閉講式では、丸山組合長がスクール生ひとり一人に修了証書を手渡しました。

　丸山組合長は、「研修で得た農業の知識と経験を生かし、農業の担い手として農業技術を伝承してくだ

さい。良いものができたらぜひ産直施設に出荷をお願いします」と話し、今後の活躍に期待を寄せました。

― 

受
講
の
感
想 

―

�
畑
は
こ
れ
ま
で
自
己
流
で
や
っ
て
き

た
。
ス
ク
ー
ル
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か

し
て
、
良
い
作
物
が
で
き
る
よ
う
に 

こ
れ
か
ら
も
農
業
を
頑
張
り
た
い
。

�
ス
ク
ー
ル
に
参
加
し
な
け
れ
ば
出
会
う

こ
と
の
な
か
っ
た
方
々
と
知
り
合
い
に

な
れ
て
よ
か
っ
た
。

�
ジ
ャ
ン
グ
ル
状
態
だ
っ
た
自
宅
の
畑
を

孤
独
な
思
い
で
開
墾
し
て
い
た
が
、
ス

ク
ー
ル
で
は
同
じ
思
い
を
持
つ
人
に
出

会
い
、
近
所
の
人
か
ら
も
栽
培
の
ア
ド

バ
イ
ス
が
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

�
農
業
へ
の
取
り
組
み
方
が
わ
か
ら
な

か
っ
た
が
、
実
習
で
学
ん
だ
こ
と
を
自

身
の
畑
で
実
践
し
、
夏
野
菜
は
上
手
い

具
合
に
栽
培
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

�
現
在
は
自
分
が
メ
イ
ン
で
畑
を
管
理
し

て
い
る
が
、
親
の
時
代
と
今
と
で
は
農

業
の
や
り
方
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
、
よ
い
勉
強
に
な
っ
た
。

�
稲
作
は
行
っ
て
き
た
が
、
畑
に
関
し
て

は
素
人
だ
っ
た
の
で
、
と
て
も
勉
強
に

な
っ
た
。 

�
目
標
に
し
て
い
た
大
玉
の
ス
イ
カ
を
収

穫
す
る
こ
と
が
で
き
て
と
て
も
嬉
し

か
っ
た
。
白
菜
の
で
き
も
よ
く
、
大
き

な
喜
び
を
感
じ
た
。

�
実
習
や
講
義
で
は
毎
回
新
し
い
発
見
が

あ
っ
た
。
内
容
を
消
化
し
き
れ
な
い
時

も
あ
っ
た
が
、
参
加
す
る
う
ち
に
自
分

に
も
農
業
が
で
き
る
ん
だ
と
思
え
る
よ

う
に
な
っ
た
。

	
学
ん
だ
こ
と
を
参
考
に
、
自
分
の
土
地

に
あ
っ
た
品
目
、
こ
れ
ま
で
栽
培
し
た

こ
と
の
な
い
品
目
に
挑
戦
し
た
い
。



農
業
は
独
学
で
行
っ
て
い
た
が
、
講
師

や
補
助
員
の
皆
さ
ん
に
教
え
て
も
ら
い

勉
強
に
な
っ
た
。

�
実
習
で
は
普
段
使
わ
な
い
農
具
に
触
れ

る
機
会
も
あ
り
有
意
義
だ
っ
た
。
土
壌

診
断
な
ど
、
困
っ
た
と
き
の
対
処
法
を

知
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
。

アグリスクール第８期生　卒業
～１１か月の学びを振り返る～

特集
２

▲管理機による耕うん・畝立て（9月４日） ▲採れたて朝市販売体験（12月28日） ▲バレイショ種イモ植え付け（２月１日）

▲実習初日の畝作り（４月20日） ▲夏野菜苗わき芽とり(５月11日) ▲ネギ苗定植（８月3日）

正常 樹勢弱い樹勢強い

図　樹勢による摘葉管理例

（イメージ図）
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